















〔第1部 「概論」,第2部 「製品デザイン」,第3部 「広告デザイン」〕














都」 と称 されたように,日常生活 と関係の深
い雑貨類 を中心 とした産業で栄 え,日本一の
工業都市 として一時は東京を抜 く人口を抱て
さえいた。明治22年に設立された大阪府商品



























べる。戦後は繊維製品 ・魔法瓶 ・カメラ ・鏡
など輸出商品か ら復興 し,家電製品を中心と
したデザインの時代の到来 までの全体像にっ




神器 と呼ばれた家電製品,電 卓 ・カッターな





転車 ・事務機器 ・スポーツ用品 ・家電製品等,
戦前か ら展開されてきた大阪の産業が,戦 後
の生活向上 と高度成長期 を迎えてどのような












ー千 田 甫氏 の主筆 になるもの。現在の毎
日・朝 日など大阪で明治初年に創刊 された新 、
聞には道修町に軒 を連ねた薬問屋の広告が並
び,薬 品 ・化粧品 ・足袋などの屋外広告 も全 .




て薬品 ・化粧品,百 貨店,食 品 ・飲料,家 庭





これ ら3冊 の装丁 ・レイアウ トは,いずれ
も大阪芸術大学教授でグラフィックデザイナ
ーの西尾 直氏による。各冊 とも,モ ノクロ







とであ り,敬意 を表したい。 また最初 に述べ
たように,大阪のデザインについてまとまっ
た図書が皆無 という現状 において,そ の意義
は大 きい。
欲を言えば,役所の予算の関係からであろ
う,そ れぞれ30ペー ジばか りの小冊子,読 者










行き渡 っているというわけで もない。 しか し,
大阪のデザインに関心 を持つ人には,是 非目
を通して欲 しい図書である。
なお,各 書は1冊800円,下記へ申 し込 む
と入手できる。
T541
大阪市中央区船場中央2-1-2-208
船場中央ビル4号 館2階
財団法人 大阪デザインセンター
電 話06-262-5661.
FAX.06-262-5665.
151
